
在来工法・一部金物工法の横架材端部接合部の設定方法 

 

構造計算書の「５．２ 横架材端部接合部の検定（標準計算法）」において、“横架材端部仕様”が

空欄になっている場合、梁仕口（母屋仕口）が引き当たっていない事が考えられるため、以下の方

法で設定してください。（①の設定で引き当たらなければ②、③を設定してください） 

＜ご注意＞梁仕口（母屋仕口）が引き当たらない場合に、エラーは出ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①梁仕口情報・母屋仕口情報の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様タブの梁仕口情報、もしくは母屋

仕口情報をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



【仕口区分】 

 

自梁 仕口区分=1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の仕口区分に当てはまる箇所は、梁と柱（母屋と小屋束）の入力位置により自動的に検出します。 

但し、持ち出し梁は対象外です。  

 

各仕口区分（１～４）の以下の条件を追加します。 

 ａ）自梁の梁幅と梁せい（最小値、最大値） 

 ｂ）相手梁の梁せい（最小値、最大値） 

 ｃ）自梁端部勝負区分（男木側を“負け”） 

 ｄ）仕口コード（新規に追加する場合は「仕口断面名称」に追加） 

 ｅ）腰掛あり掛等の断面積 Ａo（ｃ㎡） 

 ｆ）荷重を受ける部分のせい（mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｆ）ｅ）ｄ）ｃ）

ｂ）ａ） 

 

※詳細は、ヘルプ「６．６．２ 設定上の注意 ④梁仕口情報、母屋仕口情報」を参照してください。 



②勝・負フラグの確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梁プロパティの“勝・負フラグ（始

点、終点）”が、梁仕口情報・母屋

仕口情報の“自梁端部勝負区分”と

同じであるか確認してください。 



③仕口コードの直接指定 

 

 

 

 

 

 

 

 
梁プロパティの仕口コード（始点、終点）

を、リストから選択して直接指定します。
 

 

 

 

 

※上記のように仕口コードを直接指定した場合、断面積Ａo は梁仕口情報・母屋仕口情報の自梁の

梁幅と梁せいが一致する部分の値が計算に採用されます。 

例）自梁が 120×330 で仕口コードを「2-大入アリ掛」を指定した場合 

 

 

 

 

 

 

採用値 


